
リモートＩＤは現在国内でも開発中の無人航空機の登 
録記号を遠隔から識別するための機能で、内蔵型と外付 

型の 2 タイプのいずれかを搭載する義務があります。経過措置のため 6 月 19 日までの初回申請までは
リ 
モートＩＤは必須ではないため、できるだけこの期間までに登録申請をしたほうが良いかと思います。 
また、現在の P30 には外付けのリモートＩＤをつけることになると思われますが、ＴＥＡＤ社が発表した

リ 
モートＩＤは右図のようなものを固定して使用するとのことです。 リモートＩＤについて発表されている会社はほとんどなく、 
                                6月 20日以降に間に合うのか、値段もわからないのが現 
状です。TEAD 社でも、販売開始が 5 月を予定しているようですが、電波法の技適も取得済みではなく、リモート ID の運用が
可能なのかどうか見通しが立ちません。 

当社よりお求めのお客様は、XAG
社の方針や各種情報が出次第ご連
絡致します。本人確認が必要なた
め、お客様ご本人のお手続きが必要
になる可能性があります。 

XAG社の機器の操縦 
には SIMカードが必要 

ですが、音声通話をするものとは違い、通信のみで十分です。ACS2 の操縦に必要な
SIM は XAG 社では『ロケットモバイル D（docomo）プラン』が必須となっておりま
す。神プランは最も低速のプランで、高速プラン等の上位プランに変更可能です。 
お申し込み方法は Web やメールで完結するので、いちいち書類に押印したり発送

したりする手間がかかりません。教習時に申し込み方法をお教えいたします。 
手ごろな価格のほか、法人の場合は口座振替も可能で請求書がWeb上で確認でき

て便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

航空法による飛行許可申請は、 
「飛ばしてはいけない場所」「飛行 

してはいけない飛行方法」について許可を取るものですので、今回の“登録の義務 
化”とは異なります。飛ばしても良い場所や方法であっても、100g以上のドロー 
ンは登録が必要になるのが今回の“登録の義務化”です。 

登録の手順と料金 

令和 2年 6月に改正された航空法に基づき登録制度が施行されます。 
この法改正によって、令和 4年 6月 20日以降、無人航空機の登録が義務化さ
れ、登録されていない無人航空機を飛行させることはできなくなります。 
事前登録期間として令和 3年 12月 20日より受付が開始されたところです

が、登録方法と当社の対応をご紹介いたします（図は国交省ポータルサイト）。 

飛行許可申請とは違います 

ｇBiｚID（以下、ID） 
は、法人・個人事業主 

向け共通認証システムです。IDを取得すると行政サービス 
にログインできます。アカウントは最初に１つ取得するだけ 
で、有効期限はありません。（令和３年８月現在） 
補助金や申請等にリモートで利用できる IDですが、初回 

登録の際には印鑑証明書（法務局で 450円）が必要となります。 なお、ドローン登録に必要な IDは“ｇBiｚプライム”となりま
す。3 年に 1 度ドローン登録を更新しなければならないこと、今後オンライン申請が多くなることも予想されますので、最初は
面倒だとは思いますが、ｇBiｚＩＤを活用してみてはいかがでしょうか。 
 

登録はオンラインまたは書類にて行う
ことになります。個人番号（マイナンバ
ー）カード（法人はgBizID）の場合900
円、それ以外を使ったオンライン申請で
1,450 円、紙で申請の場合は 2,4０0
円となります。 

ｇBizID？？ 

R150で洗車してみました 

ドローン登録義務化事前申請始まる 12月 20日から 

受け付け開始 

プシュー 
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2022新年号 

6 月以降はﾘﾓｰﾄ ID が必要  大きさは 

このくらい

（ＴＥＡＤ社） 

40mm×

30mm×

14mm 
リモート ID の量産化は？ 

当社の対応 通信用 SIM ｶｰﾄﾞなら 

＊ロゴ等は株式会社 IoTコンサルティングの商標。掲載にあたっては許諾を得ております。 



R150の全国各地で 
の散布デモンストレー 

ションを紹介しています。右記の二次元コードを読
み取ってご覧ください。 
（撮影地）鹿児島県指宿市／徳島県（すだち・梨）／ 
岡山県（ぶどう）／愛媛県／山形県（すいか）／香川
県（アスパラガス）／長野県（受粉）／高知県（ゆず） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完全自動飛行ドローンで販売を 
行っている P30ですが、“あえ 
て”（？）完全『手動』の飛行もでき

るようになりました。 
手動ですので、RTK 固定局の設置や移動局での測量が不要（AB モード時は必要）で、ドローンを飛ばしたい

ときにすぐできるという利点があります。 
それを実現したのが『ACS2』というコントローラーです（写真左）。操作方法は「自動飛行」よりも熟練度が必

要となります。広い場所は自動飛行、狭い場所は手動飛行と使い分けをするのも一つです。 
また、R150の操縦用としても、RTK移動局としても利用できます。また、ACS2に SIMカードを入れて使

用するため、端末はwi-fiに接続できるもの（android）なら利用できます。 
なお、通常の教習（3日間）に加えて 2日間（座学・実技各 1日）かかります。 

ぶどう園における散布実演 
令和 3年 11月、ぶどう畑で R150（農業用無人車）実演を上越市で行い 

ました。実演に先立ち、SSと R150との噴霧能力について簡易的に確認を 
行いました。 
その結果、SSと R150で水の付着に大きな差はないことが分かりました。 
大きな課題としては R150がタンク容量１００Lと少量しか入らないので、 

同じ場所を数回往復して散布する必要があり、時間が SSよりかかることが 
あります。 
また、大容量を散布しなければならない薬剤の場合は R150の実用性が 

乏しくなることは考えられます。とはいえ、全ての作業でなく、薬剤や場所、 
作物、時期、使用アタッチメントによって R150を上手にご利用いただいて、 
より省力で効率的に作業ができるのではないかと思います。 

右写真 
SS 水 150L/10aと R150 水 200L/10a（3回散布） 

SS 

葉裏 葉表 

R150 

葉裏 葉表 

令和 3年 11月 30日 新潟日報 

完全手動のみの場合 

ＡＣＢ１（左）とＳＩＭが入
り、「アクセスポイント」
が使用できる端末が必
要です。 

手動操作を使用する場合 

ＡＣＳ２（左）にＳＩＭを入れる必要があります（ロケットモバイル
指定）が、端末にＳＩＭは不要なのでどの端末やタブレット
（android）でも使用できると考えられます。RTK 移動局も付属
していますので ACS2で測量が可能です。 

ドローン担当坂元より 本年は Xmission や新機種 P40 や V40 など新
製品が上市（見込）となる年です。P30 や R150 のよりよい使用方法の検
討も行います。今後の活動にご期待くださいますようお願いいたします。 

【XAG社製品に関するお問い合わせは…】 
当社営業担当者または、本社営業部０２５－２１１－８５２０（担当：坂元；平日８：３０～１７：３０）、ｅ－ｍａｉｌは、sakamoto@ 
vitalgreen.co.jpまで宜しくお願い致します。  

P30の 2020版を数量限定にて販売を行っ
ております。基本性能は“P30 2019版”と同
様ですが、衝突回避レーダーが付属しておりませ
ん（追加可能）。その分価格は他社機とも見劣りし
ないものとなっています。 
販売予定数に達し終了することがありますの

で、ご興味のある方はお早めに検討されることを
お奨めします。 

ドローンレポートを 

ご希望の方は 

【無料】でお送り 

いたします。 

 
当社営業担当者または、 

営業部０２５－２１１－８５２０ 

（平日８：３０～１７：３０）、 

ｅ－ｍａｉｌは、sakamoto（at） 

vitalgreen.co.jpまで宜し

くお願い致します（atは＠。迷惑メ

ール防止のため変えています）。 


